
名称

株式会社　福井新聞社

URL

http://www.fukuishimbun.co.jp/
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A6%8F%E4%BA%95%E6%96%B0%E8%81%9E

備考

福井県の県域地方新聞。
朝刊のみ発行。
発行部数は約21万部で、普及率は80%強（2001年）…らしい。
この圧倒的独占率を誇る新聞社のおかげで福井県民は他県に出て初めて「夕刊」の存在を知り感動する。

（2007年6月以前の記述） 

症状

パチンコ店の広告を別紙として記事と広告の比率を守っているが、「それって誤魔化しじゃね？」ってことを自覚してい
るため、批判記事にキレが無い。
大和田地区への本社移転が中心部空洞化に一役買ったことに気付いているため、県都再生議論にキレが無い。
地域独占、世襲経営の弊害、官民の癒着など、現在の日本の主な問題点や論点とされていることが、そのまま自己否定につな
がることを恐れてキレが無い。
東京のニュースや世界的な出来事は案外スパッと切ってみたりするが、肝心の地元のこととなるとパワーバランスに配慮
しすぎてキレが無い。
役人いびりや銀行いじめの時期は威勢が良かったが、改革の果てに道州制でも導入された日には自身の存立基盤が揺らぐ
ことに気づき、キレが無い。

（以上越2007年6月以前） 

処方箋

北國新聞との合併の準備体操として、記者に読者確保ノルマでも設定してみる。

（以上越2007年6月以前） 

北國新聞との合併の準備体操として、「月刊福井アクタス」を外注を使わずに刊行できるかシミュレーションしてみる。

（以上蟹2007年6月以前） 

効果

未来に対する心の準備が出来る。

（以上越2007年6月以前） 

いつかそんなことになっちゃった時、北國の人に「使える奴らだ」と誉めてもらえる。

（以上蟹2007年6月以前） 

関連項目

福井新聞まんなかプラザ
福井新聞をチョキッ



セーレンと福井新聞と福井県

大和田
大和田げんき祭り
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